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    Futrafu1 was administered to l l 9 patients with urogenital malignant tumor． ln the 25 of 80

  pa亡icnts with bladdcr tumor， recurrcnce was recognized wi亡hin 30 mon亡hs after operation． Six of

  other 7 patients with inoperable bladder tumor died within 18 months． Side effects occurred in

  15．IO／． of patients， but disapPeared soon after cease of the use．

        緒     言

 Futrafu1は5－fluorouracilのN1の位置にtetrahy－

drofuranが結合したもので，肝臓において代謝され

活性を示すmasked compQund（潜在性物質）であ

る．藤井ら1）の実験によれば，骨盤内腫瘍の場合，

Futrafulは経口投与よりも直腸内投与の方が単純拡散

で薬剤が浸透しやすい傾向を持つと考えられている．

 われわれは今回尿路性器悪性腫瘍119例に対し，

Futrafuエ坐剤を使用したので，その結果を報告する，

        対     象

 1978年4月より1980年10月までの2年7ヵ月間に，

表記の施設を訪れた尿路性器悪性腫瘍患者119例であ

る（Tablc l）、疾患の内わけは，腎癌6例，腎孟癌3

例，尿管癌3例，膀胱癌87例，前立腺癌7例，尿道癌

4例，睾丸腫瘍3例，陰茎癌2例，その他4例であっ

た．

        投 与 方 法

 上記の症例に対し，1日750mgから1500 mgを
連日投与した．

 3例は術前のみ投与し，術後の再発防止のため投与

したのは109例である．手術不能例は7例であった．

 なお施設によっては主として膀胱腫瘍患者に対し，

Futrafu1坐剤以外の薬剤を併用した．すなわち筑波大

学ではアドリアシンの動脈内注入，マイトマイシンの

膀胱内注入を，国立水戸病院ではピシバニールの筋

注，ブレオマイシンまたはアドリアシンの膀胱内注入

を，土浦協同病院ではピシバニールの筋注を，水戸赤

十字病院ではピシバニールの筋注，エスキノン，ネオ

カルテアスタチンまたはマイトマイシンの膀胱内注入

を併用した．

        結     果

 膀胱腫瘍以外は症例数が少ないため，副作用の検討

のみを行なった．

 膀胱腫瘍の患者を手術施行例と不能例に大別し，前

者は再発の有無を，後者は延命効果につき検討した

（Table 2， 3）．

 手術不能例は7例中6例が，発見後1年半以内に死

亡した．

 手術施行例80例中25例が，2年以内に再発をきた

し，4例が死亡した．経尿道的手術を施行した48例中

15例に再発がみられた．

Table 1．施設別投与対象内訳

疾患名
腎癌  腎孟癌 尿管癌 膀胱癌 前立腺癌 尿道癌 睾丸腫瘍 陰茎癌 その他   計

施設名

国 立 水 戸 病院 4 16 2 2 26

土浦協同病院 14 14

水戸赤十字病院 13 i3

水戸協 同 病院 2 2 18 5 2 3 2 3 37

筑波大学附属病院 3 26 29

計 6 3 3 87 7 4 3 2 4 口9
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Table 2．手術症例

症 年 性  投与前

例日別 の治療
糸且  織    grade   stage

1日投与量投与日数 投与総量
（mg） （days） （g）

  再発の再発
   部位

術後日数 副 作 用

1 73 SP 部分切除
     移行上皮           llS 54． 6．25

T2 1500 224 336 1年3ヵ月

2 36 e

3 54 t

部分切除
S 53． 9，16

部分切除
S55， i． 8

／／

！／

u

rv

Tl

T3

1500 35 52．5 一 一

1500 238 357

2年

  膀胱      S 55． 6十
  リン櫛

下腹部痛

4 72 ￥

5 63 e

6 68 8

 TUR
S55， 5．

部分切除
S 55． 2．15

部分切除
S55． 5．12

／／

ノノ

f／

1 Tl

T2

T2

1500

i500

V500

56 84

i86 279

126 189

4ヵ月

7ヵ月

4ヵ月

下腹部痛

7 53 S  TUR
S 55． 1．

f／ 皿 T2 1500 252 378 ＋   躬朝光   S55．10

8 65 S 全  摘
S55． 2．

／／ T， Isoo 28 42 7ヵ月

9 53 S

IO 48 ￥

ll 73 告

12 71 ￥

13 60 ￥

i4 59 e

15 49 S

 丁UR
S 55． 4．14

部分切除
S55． 2．

部分切除
S55． 3．16

 TUR
S 55． 1．

部分切除
S54．10．12

 TUR
S53．fi 2． 8

部分切除
S 54． 5．15

／／

／ノ

／f

／／

／／

／／

f／

1

JI［

l1

1

11

11

且

Tl

T2

T2

Tl

T2

i500

1500

56 84

98 147

i500 237 355，5

1500

1500

7 10．5

196 294

i500 579 868．5

i50e 456 684

5ヵ月

7ヵ月

8ヵ月

7ヵ月

1年

1年10ヵ月

1年5ヵ月

下腹部痛

テネスムス

黒色表層角化症
黒色色素沈着爪

16 37 S  TUR
S 54． 6，

f／ l1
1500 457 685，5 1年4ヵ月

i7 65 e  TUR
S 54． 8．i3

f／ 750 356 267 1年2ヵ月

18 66 ￥

19 71 ts

 TUR
S52． 7．21

 TUR
S 53． 5．24

f／

／／

ll

且 T1

750 143 107．25

750 288 216

3年2ヵ月

十  膀胱   S54．3 肝障害

20 66 S

2｝ 52 S

22 31 S

 TUR
S52． 8． 9

 TUO
S53． 8． 5

 TUR
S53． 3．29

ff

f／

ff

丑

1

11

Tl

TI

750 60 45 ＋   膀E光   S55．10

750   786  589，5   十  膀胱   S55．7

750 872 654      S53，g， S 53，11
＋  膀胱
     S54，7

23 76 8
 TuR
S53． 8．29

／／ l1
750 715 536，25 一  2年1ヵ月

24 61 e  全摘
S53． 7． 6

f！ N T4 750 7 5．25 十 全身 S53．H死亡

25 74 ￥

26 69 ￥

 TUR
S53，11．14

 TUR
S 53．ll．28

／1

／／

”

ll

T2

T2

750 517 387，75 一

750 576 432 ＋  膀胱

1年10ヵ月

S55．7
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簿箭樋口・瞬…des・…i日即智轡却下禦 術後日数 副 作 用

27 5i

28 64

29 74

30 74

31 68

32 68

33 68

34 45

35 78

36 66

37 75

38 71

39 31

40 67

4L 75

42 76

43 60

44 76

45 75

46 54

47 74

48 64

49 69

50 73

51 76

52 56

e

S

s

s

￥

￥

￥

e

e

＄

e

S

s

s

8

＄

￥

￥

s

e

s

￥

8

8

e

s

 TUR
S 54． 4．12

 TUR
S 54． 4，24

 TUR
S 54， 5．17

 TUR
S 54．12． 2

 TUR
S54，IO．19

部分切除
S 54．ll，14

 TUR
S 54．12． 6

 TUR
S54． 8

 TUR
S55． 2． 5

 TUR
S55． 2． 6

 TUR
S55． 2． 5

 TUR
S55． 2．28

 TUR
S55． 4．24

 TUR
S 55． 7．23

 切除
S54． 4， 2

 TUR
S54． 4．10

部分切除
S54． 8． 3

 TUR
＄54．11．19

 TUR
S55． 6， 2

 切除
S 54．i2．14

 TUR
S54． 8．31

 TUR
S 54． 4．16

 TUR
S54． 6． 4

 TUR
S54．11．12

 TUR
S 54．IO，22

 TUR
S 54． 9．17

移行上皮

  ／！

  u

  ノノ

  f／

尿膜管腫瘍

移行上皮

  f／

  ノノ

  u

  ／／

  ／f

  ／／

  f／

  v

  ノノ

  u

  ／f

  ／f

移行上皮

移行上皮

 ／！

 ／f

ll

ll

ll

ll

II

ll

I

ll

ll

ll

虹

ll

ll

肛

ll

］1［

H

ll

n

ll

皿

Tl

Tl

Tl

Tl

T1

750

750

750

750

750

750

7’

T0

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

22

43

466

370

344

94

267

290

205

206

210

190

143

92

21

 7

6’

R

28

70

200

389

134

102

329

98

348

16．5

32．25

349．5

277．5

258

70．5

200．25

217．5

153．75

159．5

157．5

142．5

107．25

69

15．75

 5，25

47．25

21 ．0

52．5

150

291．75

100．5

76，5

246．75

73．5

26i

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

膀胱

膀胱

膀胱

膀胱

膀胱

骨

膀胱

膀胱

膀胱

膀胱

膀胱

S 55．10

i年6ヵ月

r年4ヵ月

 S 55． I

 S 55． 1

  1年

lOヵ月

S55，4， S 55，9

 8ヵ月

 8ヵ月

 8ヵ月

 8ヵ月

 6ヵ月

 3ヵ月

1年5ヵ月

1年5ヵ月

S55．1， S 55．4

S55，1， S 55，6

 3ヵ月

 S 55． 2

 S 55， 8

1年5ヵ月

 S 55． 1

 10ヵ月

S55．2死亡

 S 55． 4

全身の色素沈着

血小板減少症

  めまい

 本人が拒否

  鼻出血

  発疹



林正・ほか：尿路性器腫瘍・Futraful坐薬

簾筍瀧嘉組織・・a・es・…1r詣劉藩【鰭量醗禦 術後日数

53 77

54 5r

55 54

56 53

57 68

58 75

59 74

60 59

61 49

62 61

63 67

64 67

65 76

66 74

67 67

68 72

69 69

70 72

71 67

72 77

73 51

74 S6

75 62

76 69

77 76

78 81

8

8

＄

s

s

s

s

s

s

s

￥

8

s

e

s

C

e

￥

S

8

s

e

￥

8

￥

￥

  切除
S 54．II， 9

 部分切除
      移行上皮
S 54， 7．17

MMG膀胱内注入

S 53． 7

 部分切除
      移行上皮
S54． 6． 6

 TUR
S55， 3， 6

 TUR
S55． 3．27

 TUR
S 54． 1，25

 TUR
      移行上皮
S 53．12．20

 TUR
       ／／S 53， 8

 部分切除
S 53．12． 6

 TUR
S 54． 3．i2

 全摘      未分化癌
S 54． 4．ll

 全摘
S54， 5， 9

 TUR
S54． 6，26

 全摘      未分化癌
S54， 4．25

 TUR
      移行上皮
S 54， 5，30

 温熱       u
S 54． 5

 TUR
       ／fS54． 5． 8

 全摘       V
S54． 4．［8

 部分切除
       f／S 54． 5．15

部分切除
       ノ／S 55， 2．12

 全摘
       ／fS 55． 3，12

日分切除
       ／／S 55， 1．16

 TUR
       m
S54． 8．28

日分切除
S 54， 7．11

 温熱
S 54． 9r IO

皿

750

750

150

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

750

1000

1000

iooo

lOOO

IOOO

lOOO

170

53

92

i53

182

182

46

212

 7

31

78

29

89

29

36

34

36

52

H

23

46

65

33

23

20

68

127．5

39．75

69

H4．75

136．5

i36，5

34．5

159

 5．25

23．25

58．5

21，75

66．75

2i，75

27

25，5

27

39

 8，25

17．25

46

65

33

23

20

68

十

十

十

十

十

十

十

膀胱

肺

膀胱

膀胱

膀胱

 S55． 2

1年2ヵ月

2年2ヵ月

1年3ヵ月

 6ヵ月

 6ヵ月

｝年8ヵ月

1年9ヵ月

2年2ヵ月

S 54．1以降の

経過不明

1年6ヵ月

S55．8死亡

S55．｝死亡

1年3ヵ月

【年5ヵ月

1年4ヵ月

 S 54，12

1年5ヵ月

1年4ヵ月

 7ヵ月

 6ヵ月

 8ヵ月

1年1ヵ月

1年2ヵ月

593

副 作 用

 肛門痛

 肛門痛

肛門部不快感

 爪の変化
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搦篇漁利・織gr・・・…g・1日濡葛量書欝投耕再発驚術後日数 副 作 用

      部分切除79 47 S
     S 55． 6．11

      TUR
80 77 S
     S55． 7．22

移行上皮

t／

T！ 1000

1000

28

28

28

28

3ヵ月

2ヵ月

Table 3．手術不能症例

症 年 性
      初 診例齢 別

           1日投与量投与日数
組織 grade stage           （mg） （days）

投与総量

 （g） 転 帰 副 作 用

63 ♂ S54．6．4移行上皮

254♀S54．3．10腺

3 53 ♀ S52．12．14 移行上皮  皿

4 73 S S53． 6．23 ／1

5 87 S S54． 8．17 V

6 86 ￥ S53．il．4

7 78 ♂ S54．5  移行上皮

田

1500 395 592．5

）500 460 690

750

75e

750

750

750

46 34．5

81 60．75

78 58，5

30 22．5

51 38．25

S55．7 死亡

S55，6 死亡

S53．4 死亡

S54．3 死亡

S54，IO 死亡

S55．3 死亡

副  作  用

 119日中18例（15，1％）に何らかの副作用を認めた．

下痢・肛門痛・下腹部痛・テネスムスが9例，（7．6

％），発疹・爪や皮膚への色素沈着が5例（4．2％），

貧血1例（0．8％），血小板減少1例，肝臓機能障害1

例，鼻出血1例，めまい1例である．

 これらは投与中止によりすべて消失しており，副作

用として重篤なものはみられなかった．

 肛門痛・テネスムスなどの消化器症状は，剤型上や

むをえないものと思われる，

 発疹，爪や皮膚への色素沈着は5例と少ないが，医

師・患者ともに他の副作用に気を取られて注意深く

観察しなかったためとも思われ，注意を要する（Fig．

1， 2）．

 またセミノーマにて高位除睾術施行後，放射線療法

とともに本剤を使用した32歳の症例では，自家感作性

皮膚炎を生じた（Fig．3，4）．放射線および本剤による

免疫能の低下が，原因として推測される．

考 察
Fig． L 顔面に生じた薬疹

 119例の尿路性器悪性腫瘍患者にFutrafu1坐剤を投

与した．

 このうち手術・水圧療法・温熱療法・免疫療法・他

の抗癌剤との併用などあらゆる処置を行なった膀胱腫

瘍患者80例中25例（3L3％）に，2年半以内の再発が
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Fig．2．爪と皮膚への色素沈着（acanthosis nigricans）

Fig・3・自家感作性皮膚炎

趨s
騨

、麟

．

           ミ

Fig．4． Fig・3の組織像，マルピギー層の単核球性海綿状態がみられる．

爵      《  弛
 緊        縄   戯
 り              ぬ

  開脚強

 奪濃  惣
 譲巖φ 燗
吃            璽

≧鰹  ・欝嘱

  欝慌”

隷、

   璽痢．
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みられた．内わけは，膀胱全摘除術施行7例中4例

（57．1％），膀胱部分切除術施行19例中2例（10．5％），

経尿道的手術施行48例中15例（31．2％），単純切除施行

3例中2例（69．7％），その他3例中2例（69．7％）で

あった．

 しかし経過観察期聞が2年7ヵ月から2ヵ月と差が

あり，浸潤度，悪性度の異なる対象のため，再発防止

に対する有用性の有無を結論づけることは不可能であ

った．

 副作用の発現率は119例中18例（15．1％）であり，重

篤なもあは見られなかった．それ故長期投与は可能と

思われるが，再発予防のための投与期間をいつまでと

するかは：不明である．

 今回の検討において，膀胱腫瘍の場合，総投与量と

再発との間に，はっきりとした相関関係は認められな

かった．

結 語

尿路性器悪性腫瘍思者II9例に， Futraful坐剤を1

月あたり750mgから1500 mg投与して，効果を検

討した．

 手術その他の処置を併用した膀胱腫瘍患者80例中25

例（31．3％）に，2年6丸月以内あ再発を認めた．

 副作用は18例（15．1％）に出現したが，重篤なもの

はなく，全例投与中止により消失した．

 Fig．1～4はすべて水戸協同病院小泉部長の提供によるも

のである．またTable 2の術後日数で年月日は再発を確認

した時期を意味する．
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